
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す
べ
て
の
⼈
へ
の
宣
教
に
は
、
皆
で
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
福
⾳
に
仕
え
る
、
ひ
た
す
ら
シ
ノ
ド
ス
的
で

宣
教
的
な
教
会
を
⽬
指
す
道
を
歩
み
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
シ
ノ
ダ
リ
テ
ィ
は
そ
れ
⾃
体
宣
教
的
で
あ
り
、 

逆
も
ま
た
し
か
り
で
、
宣
教
は
必
ず
シ
ノ
ド
ス
的
で
す
。   

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ2024

年
﹁
世
界
宣
教
の
⽇
﹂
メ

セ̶
ジ
よ
り 

 

聖
霊
よ
、
わ
た
し
た
ち
は
あ
な
た
の
前
に
立
ち
、
あ
な
た
の
み
名
に
よ
っ
て
集
い
ま
す
。 

わ
た
し
た
ち
の
も
と
に
来
て
、
と
ど
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の
心
に
お
住
ま
い
く
だ
さ
い
。 

わ
た
し
た
ち
に
進
む
べ
き
道
を
教
え
、
ど
の
よ
う
に
歩
め
ば
よ
い
か
示
し
て
く
だ
さ
い
。 

弱
く
、
罪
深
い
わ
た
し
た
ち
が
、
一
致
を
乱
さ
な
い
よ
う
支
え
て
く
だ
さ
い
。 

無
知
に
よ
っ
て
誤
っ
た
道
に
引
き
込
ま
れ
ず
、
偏
見
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う 

導
い
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
う
ち
に
一
致
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

わ
た
し
た
ち
が
永
遠
の
い
の
ち
へ
の
旅
を
続
け
、
真
理
と
正
義
の
道
を
迷
わ
ず
に 

歩
む
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
に
。 

こ
の
す
べ
て
を
、
い
つ
ど
こ
に
お
い
て
も
働
い
て
お
ら
れ
る
あ
な
た
に
願
い
ま
す
。 

御
父
と
御
子
の
交
わ
り
の
中
で
、
世
々
と
こ
し
え
に
。
ア
ー
メ
ン
。 

 

シノドスのための祈り 
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：主の宴は感謝の祭り

全世界の福音宣教のために 

祈りの旅を続けましょう。 

今週は、 大陸で 

生きている人々のために祈りましょう。 

いつくしみの門、聖マリアよ、 

アフリカ大陸の諸民族のために祈ります。戦争、暴力、病気、空腹

のために苦しんでいる人々を思い起こしてください。人々が自国に

住み続けることができ、国の指導者の心を変え、正義を行うことが

できるようにしてください。アーメン。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

今日は、ラテンアメリカのベネズエラに行き、 
一般信徒であった福者ホセ・グレゴリオ・エル 
ナンデス・シスネロスに会いましょう。彼は 1864 
年に生まれ、信仰を誰よりも母親から教わったと 
言いっています。「母は、わたしが揺りかごにいる 
ときから、徳について教えてくれていました。そして、神様につ
いてたくさんのことを、また愛を導き手として頼るようにと教え
てくれました」。 

ほんとうに愛は、福者ホセ・グレゴリオの存在を導く北極星
でした。彼は善良で、性格は陽気、いつも喜んでいる人でし
た。そして、際立った知性に恵まれ、医師、大学教授、科学者
になりました。しかし、何よりもまず、病人、移住者、苦しむ人
の中にイエスを見ていました。この世での成功を得ようとしな
い姿に、人々から「民衆の聖人」、「愛の使徒」、「平和の宣教
者」と呼ばれ、今でもそう呼ばれ続けています。 

すべての人のためにご自身を祭壇にささげられたイエスに
祈るうちに、ホセ・グレゴリオは、自分の人生を平和のためにさ
さげるよう呼ばれていると感じるようになりました。 

第一次世界大戦のさなかでした。1919 年 6 月 29 日、友人
が訪ねて来たとき、ホセ・グレゴリオはとても嬉しそうにしてい
ました。第一次世界大戦を終結させる条約が調印されたことを
知っていたのです。彼の献身は受け入れられ、それは、彼の地
上での仕事が終わったことを予見するかのようでした。その日
の朝、いつものように、彼はミサに参加し、その後、病人に薬を
持って行こうと、通りに出ました。そして、道路を渡っているとき
に、車にはねられました。病院に搬送された彼は、聖母マリアの
名を口にしながら亡くなりました。 

彼は、わたしたちに、今日の多くの社会的問題に関わってい
くよう励ましています。不満を言わず、批判せず。キリスト者は
問題を解決しようとし、手を動かすことが求められています。 

 

教皇フランシスコ 2023 年 9 月 13 日 一般謁見演説より 

福者ホセ・グレゴリオ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主日の福音から黙想のヒント 
 

年間第 30 主⽇ 
 
「よろしい、あなたの信仰があなたを救った」。 

するとたちまち、その人は見えるようになり、 

イエスに従った。 (マルコ 10.46-52) 
 

道端に追いやられている兄弟、姉妹の叫びが 
イエス様に届きますように。 
時々黙って⽿を澄ますことも宣教者の仕事。 

 

     ともに祈りましょう 
 
☆ 宣教の⽉の終わりに当たって、この間にいただいた 

気づきと恵みに感謝します。これから福⾳宣教の⼼を 
⽇常の中で忘れず、⽣きる喜びとなりますように。 

     
☆ 全⼈類がキリストの救いと恵みの福⾳を聞いて信じ、

愛の絆で結ばれて神の⼀つの家族になりますように。 

宣教のロザリオ 

アフリカのためにロザリオ

の一連を唱えましょう 

 

 


